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筑
波
大
学
博
士
（
学
術
）
学
位
請
求
論
文
概
要

崔

鐘
吉

内
務
官
僚
の
「
中
正
な
る
国
家
」
構
想
ー
治
安
維
持
法
と
労
働
組
合
法
案
を
中
心
に
ー

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
内
外
の
諸
変
化
は
、
社
会
的
多
数
と
し
て
労
働
者
の
登
場
を
招
き
、
被
支
配

階
級
の
者
が
「
体
制
的
中
間
層
」
と
し
て
現
れ
る
き
っ
か
け
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
体
制
側
は
新
し
い

天
皇
制
国
家
の
支
配
秩
序
再
編
の
た
め

「
中
間
派
」
労
働
組
合
が
体
制
へ
自
発
的
に
同
化
し
て
い
く
政

、

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
民
衆
に
よ
る
体
制
へ
の
自
発
的
な
同

、「

」

「

」

化
の
た
め
に
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が

共
同
体
国
家

に
お
け
る

日
常
的
生
活
共
同
態

へ
の
同
一
化
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
近
代
「
政
治
国
家
」
の
論
理
整
合
性
と
し
て
の
平
等
概
念

と
、
そ
れ
の
社
会
的
具
現
体
な
る
資
本
主
義
的
な
合
理
性
に
基
づ
い
た
労
働
政
策
は

「
中
間
派
」
労
働

、

組
合
に
「
体
制
的
中
間
層
」
と
し
て
の
自
意
識
を
与
え
、
自
ら
国
家
へ
の
同
化
の
道
を
歩
ま
せ
た
。
こ
の

よ
う
な
「
中
正
な
る
国
家
」
構
想
は
日
本
民
族
と
日
本
国
家
の
淵
源
た
る
国
体
に
集
約
さ
れ
、
天
皇
の
下

。

「

」

で
国
家
へ
の
同
化
意
識
を
一
層
強
め
た

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
内
務
省
を
中
心
に
し
た

大
正
官
僚

の
新
し
い
国
家
像
と
し
て
の
「
中
正
な
る
国
家
」
構
想
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
明
治
維
新
以
降
、
今

日
に
い
た
る
「
近
代
国
家
」
日
本
を
絶
対
主
義
国
家
論
と
国
民
国
家
論
の
両
レ
ベ
ル
か
ら
統
一
的
に
と
ら

え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
「
近
代
国
家
」
日
本
を
絶
対
主
義
国
家
論
と
国
民
国

家
論
の
両
レ
ベ
ル
か
ら
一
つ
の
一
貫
し
た
理
論
体
系
の
な
か
で
説
明
す
る
た
め
の
具
体
的
な
論
理
と
史
実

、「

」

。

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り

近
代
国
家

日
本
の
内
在
的
矛
盾
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
第
一
章
で
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
天
皇
制
国
家
の
支
配
秩
序
再
編
構
想

、

「

」

「

」

。

を
め
ぐ
っ
て

内
務
省
を
中
心
に
し
た

大
正
官
僚

の

中
正
な
る
国
家

構
想
に
つ
い
て
検
討
す
る

第
二
章
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
国
家
支
配
秩
序
の
維
持
・
再
編
の
た
め
、
最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
た
社
会
主
義
と
労
働
運
動
に
対
す
る
内
務
官
僚
の
認
識
や
、
国
家
政
策

に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
日
本
労
働
総
同
盟
の
「
体
制
的
中
間
層
」
と
し
て
の
自
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章
で
は
、
国
体
護
持
の
た
め
に
階
級
闘
争
の
全
否
定
を
内
容
と
す
る
治
安
維
持
法
を
内
務
官
僚
の
新

し
い
国
家
支
配
秩
序
再
編
と
い
う
視
座
か
ら
再
検
証
す
る
。
第
四
章
で
は
、
関
東
大
震
災
以
降
、
労
働
運

動
界
に
お
け
る
変
化
を
「
現
実
化
・
大
衆
化
」
へ
の
方
向
転
換
と
と
ら
え
た
内
務
省
社
会
局
官
僚
が
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
問
題
へ
の
対
応
と
と
も
に
日
本
労
働
総
同
盟
の
健
全
化
に
向
う
情
勢
作
り
の
一
角
と
し
て
出
し
て
い

る
労
働
組
合
法
案
に
つ
い
て
論
じ
る
。



- 2 -

近
代
国
家
学
と
し
て
の
政
治
学
や
法
学
を
身
に
つ
け
た
「
大
正
官
僚
」
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
勝

国
と
し
て
の
英
国
か
ら
は
議
会
政
治
に
よ
る
政
治
的
安
定
を
、
敗
戦
国
か
ら
以
前
の
世
界
的
地
位
に
復
帰

し
た
ド
イ
ツ
か
ら
は
社
会
民
主
主
義
路
線
に
沿
っ
た
社
会
政
策
に
よ
る
社
会
安
定
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
「
大
正
官
僚
」
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に
影
響
さ
れ
た
社
会
主
義
運
動
や
、
階
級
意
識
に
基
づ
い

た
労
働
運
動
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
が
、
資
本
主
義
的
支
配
秩
序
を
保
つ
た
め
に
何
よ
り
必
要
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た

「
大
正
官
僚
」
に
と
っ
て

「
平
等
」
を
実
現
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
た
合
理
的
な
国

。

、

家
政
策
は
、
労
働
問
題
を
人
道
上
の
恩
恵
の
問
題
で
は
な
く
、
労
資
ど
ち
ら
に
も
偏
し
な
い
政
策
と
し
て

立
案
し
、
社
会
全
体
の
共
存
共
栄
と
国
民
経
済
の
進
歩
発
達
を
期
す
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。「

中
正
な
る
国
家
」
構
想
を
国
家
論
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
示
し
た
の
が
永
井
亨
で
あ
る
。
永
井
は
国
体

を
権
力
論
か
ら
切
り
離
し
、
国
家
形
成
の
根
底
に
な
っ
て
い
る
「
社
会
」
と
つ
な
げ

「
国
家
を
基
礎
づ

、

け
淵
源
づ
け
て
い
る
も
の
」
＝
「
共
同
体
国
家
」
と
定
義
し
た
。
一
方
、
国
家
権
力
の
構
成
や
発
動
の
仕

組
み
を
政
体
と
定
義
し

「
一
国
の
社
会
、
国
民
の
結
合
を
政
治
的
に
又
法
律
的
に
制
度
づ
け
た

「
政

、

」

治
国
家
」
と
結
び
付
け
た
。
国
体
の
再
解
釈
よ
っ
て
、
永
井
は
「
君
主
国
体

（
＝
天
皇
）
の
下
に
よ
る

」

民
主
政
体
の
国
民
国
家
を
建
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
大
正
官
僚
」
の
新
し
い
国
家
構
想
と

し
て
の
「
中
正
な
る
国
家

、
す
な
わ
ち
日
本
的
近
代
国
民
国
家
で
あ
る
。

」

新
し
い
治
安
政
策
は
、
反
体
制
運
動
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
前
提
と
し
て
の
思
想
の
「
浸
潤
」
を
防
禦

す
る
こ
と
が
体
制
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
、
自
然
の
秩
序
た
る
国
体
の
変
革
を
く
わ
だ
て
る
も
の
は

自
然
の
破
壊
者
と
し
て
厳
罰
に
処
す
る
こ
と
を
骨
格
に
構
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
五
年
の
段
階
で
は
国

体
の
絶
対
性
・
不
変
性
に
関
す
る
異
論
の
提
起
は
で
き
な
い
も
の
の
、
資
本
主
義
経
済
体
制
に
基
づ
い
た

近
代
「
政
治
国
家
」
体
制
と
し
て
の
私
有
財
産
制
度
と

「
共
同
体
国
家
」
に
お
け
る
自
然
の
秩
序
た
る

、

国
体
は
等
価
値
の
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
近
代
合
理
性
に
基
づ
い
た
「
政
治
国
家
」
と
日

本
特
有
の
「
共
同
体
国
家
」
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
追
求
し
て
き
た
内
務
官
僚
が
中
心
に
な
り
、
治
安
維
持

法
を
成
立
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
四
月
に
成
立
し
た
田
中
義
一
内
閣
は
、
対
外
積
極
政
策
を
推
進
す
る
場
合
、
第
三
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
日
本
国
内
社
会
主
義
運
動
へ
の
諸
影
響
に
対
す
る
警
戒
や
、
国
際
化
し
つ
つ
あ
る

国
内
の
社
会
主
義
者
の
動
き
を
取
り
締
ま
れ
る
法
体
系
の
強
化
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
内
務
官
僚
に
反

対
し
、
治
安
維
持
法
を
よ
り
厳
し
く
改
正
し
よ
う
と
す
る
司
法
官
僚
の
鈴
木
喜
三
郎
ー
山
岡
萬
之
助
の
内

務
大
臣
ー
警
保
局
長
就
任
の
人
事
が
断
行
さ
れ
た
。
二
人
は
社
会
主
義
思
想
と
運
動
に
対
す
る
警
戒
だ
け

で
な
く
、
日
本
的
価
値
観
に
否
定
的
な
「
米
英
流
の
考
へ
方
」
ま
で
も
同
法
の
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
し
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よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

内
務
官
僚
が
「
政
治
国
家
」
と
「
共
同
体
国
家
」
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
構
想
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
、
司

法
官
僚
は
「
共
同
体
国
家
」
に
お
け
る
自
然
の
秩
序
た
る
国
体
に
重
き
を
置
き
、
社
会
主
義
者
だ
け
で
は

な
く
、
自
然
の
秩
序
を
乱
す
「
米
英
流
の
考
へ
方
」
を
退
け
、
共
同
体
的
秩
序
た
る
「
日
常
的
生
活
共
同

態
」
へ
の
帰
依
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
田
中
内
閣
は
対
外
積
極
政
策
の
推
進
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
国
内

社
会
主
義
運
動
の
活
性
化
に
対
す
る
弾
圧
と
、
米
英
的
価
値
観
に
代
わ
る
日
本
的
価
値
観
の
実
現
に
向
け

て
、
司
法
官
僚
鈴
木
ー
山
岡
の
内
務
省
入
り
人
事
を
断
行
し
、
三
・
一
五
事
件
を
謀
り
、
緊
急
勅
令
に
よ

る
治
安
維
持
法
の
改
正
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

社
会
局
官
僚
は
、
関
東
大
震
災
以
降
の
労
働
運
動
が
「
現
実
化
・
大
衆
化
」
の
方
向
へ
向
っ
て
い
る
と

の
認
識
の
上
、
日
本
労
働
総
同
盟
の
健
全
化
に
向
う
情
勢
作
り
の
一
角
と
し
て
労
働
組
合
法
案
を
提
出
し

た
。
そ
れ
に
加
え
、
同
法
案
提
出
の
も
う
一
つ
の
背
景
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
問
題
へ
の
対
応
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。国

際
労
働
機
構
に
送
る
日
本
の
労
働
代
表
選
出
方
式
で
は
労
働
組
合
を
本
位
と
し
、
組
合
員
一
千
人
に

つ
き
一
票
の
割
合
で
投
票
権
を
与
え
る
政
策
が
と
ら
れ
、
総
同
盟
の
鈴
木
文
治
が
代
表
に
選
ば
れ
た
。
以

来
、
総
同
盟
は
議
会
を
否
認
し
て
い
た
乱
暴
な
態
度
を
改
め
て
無
産
政
党
を
造
っ
て
合
理
的
な
方
法
に
よ

り
自
己
の
権
利
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
添
田
敬
一
郎
に
よ
っ
て
評
さ
れ
る
ほ
ど
自
ら
「
体
制
的

中
間
層
」
と
し
て
の
自
意
識
を
持
ち
、
国
家
へ
同
化
さ
れ
て
い
く
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
労
働
代
表
を
労
働
組
合
か
ら
選
ん
だ
以
上
、
現
存
す
る
労
働
組
合
を
法
認
し
、
国
家
の
設
定
し

た
秩
序
の
中
に
労
働
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
ど
め
、
最
終
的
に
は
「
中
間
派
」
労
働
組
合
の
「
体
制
的

中
間
層
」
意
識
に
基
づ
い
て
、
国
家
の
秩
序
を
守
る
担
い
手
を
作
り
あ
げ
る
た
め
の
労
働
組
合
法
案
の
準

備
作
業
が
、
社
会
局
を
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、
同
法
案
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
社
会
局
官
僚
は
国
際
労
働

機
構
に
送
る
労
働
代
表
選
定
方
式
の
変
更
に
よ
り

「
中
間
派
」
労
働
組
合
に
「
体
制
的
中
間
層
」
意
識

、

を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
資
本
主
義
国
家
体
制
に
お
け
る
労
資
間
の
階
級
妥
協
を
導
き
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

以
後
、
一
九
二
九
年
九
月
浜
口
内
閣
に
よ
り
、
国
運
発
展
の
た
め
に
、
全
国
民
が
責
任
を
負
担
し
う
る

社
会
政
策
を
推
進
し
て
い
く
目
的
で
設
置
さ
れ
た
社
会
政
策
審
議
会
に
お
い
て
同
法
案
は
諮
問
さ
れ
、
審

議
さ
れ
た
。
審
議
会
に
は
自
発
的
な
「
体
制
的
中
間
層
」
意
識
を
促
す
た
め
の
政
策
構
想
は
も
は
や
存
在

し
な
か
っ
た
。
た
だ

「
日
常
的
生
活
共
同
態
」
と
し
て
の
国
家
に
国
民
と
し
て
の
責
任
を
負
担
す
る
こ

、

と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。

審
議
会
で
は
主
に
「
組
合
員
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
雇
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
、
労
働
組
合
の
政
治
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行
動
や
労
働
協
約
に
関
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。
前
者
に
関
し
て
は
条
文
は
残
っ
た
も
の
の
、
解
雇
さ

れ
た
場
合
「
解
雇
ソ
ノ
モ
ノ
ハ
無
効
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
」
雇
主
に
は
「
給
料
ヲ
支
払
フ
程
度
ノ
賠
償
責
任
ノ

責
」
が
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
一
方
、
後
者
に
つ
い
て
当
局
は
、
労
働
組
合
の
団
体
的
行
動
を
監
督

・
取
り
締
ま
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
特
に
労
働
組
合
の
政
治
的
行
動
に
対
し
て
は
、
治
安
維
持
法
を

適
用
す
る
考
え
を
漏
ら
し
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
国
内
外
の
諸
変
化
に
ふ
さ
わ
し
い
天
皇
制
国
家
と
し
て
国
家
全
体
の
幸

福
を
唱
え
構
想
さ
れ
た
日
本
的
近
代
国
民
国
家
体
制
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
の
諸
状
況
の
中
、
戦

争
遂
行
の
た
め
の
「
合
理
的
」
な
国
家
総
動
員
が
で
き
る
統
制
国
家
体
制
へ
と
移
行
し
、
国
民
と
国
家
に

不
幸
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
日
本
特
有
の
社
会
事
情
た
る
国
体
を
護
持
す
る
た
め
の
階
級
闘
争

の
全
否
定
と
、
健
全
労
働
組
合
の
育
成
に
よ
る
「
中
間
派
」
労
働
組
合
の
体
制
内
へ
の
取
り
込
み
政
策
を

「

」

（

）

。

核
心
的
な
内
容
と
す
る

中
正
な
る
国
家

構
想
の
矛
盾

＝
近
代
階
級
国
家
の
内
在
的
矛
盾

に
あ
る


